
巾木・立面仕上げ材 注意事項

東リ 防汚消臭腰壁シート・東リ 不燃腰壁シートのご注意

選択上のご注意

　適切な施工環境・条件を維持・順守しなかった場合、目地スキや剥
がれ、膨れなどを招く可能性があります。

●下地の点検・清掃・補修については基本的に壁紙の下地処理に準じ
て行って下さい。

●巻癖や温度変化による伸縮を防ぐため、現場でラフカット後室温に馴
染ませてから貼付けを行って下さい。

●施工後1週間は直射日光、冷暖房による急激な温度変化は避けて下さい。 
 
●接着の際は製品指定接着剤を使用し、5mmピッチ以下のくし目ごて
で均一に塗布して下さい。指定外のくし目ごてを使用すると、くし目跡
や接着不良の原因となります。

●接着剤の塗布ムラや圧着不良があると、膨れの原因となるためご注
意下さい。

●直射日光を避け、梱包した状態で縦置きに保管して下さい。曲がった
状態で保管すると製品に反りが発生する事があります。

  
●製品を運搬中に落下させたり、先の尖った工具などをあてると欠けた
り、割れ、へこみなどが発生する事がありますので、ご注意下さい。
　施工後、残材等を廃棄する場合は、許可を受けた産業廃棄物処理業
者に処分を委託して下さい。梱包ケースなどを焼却する場合は、都道
府県条例に基づき処分して下さい。燃やすと有害ガスが発生します。

施工上のご注意

●汚れが付着したら、固く絞った雑巾で水拭きして下さい。取れにくい
汚れには、中性洗剤を使用して下さい。

●化学薬品や強い作用を持つ洗剤、漂白剤などにより、変退色や変質
を招く可能性があります。

●重量物が過度の衝撃でぶつかると下地を保護するまでの機能はあ
りませんので、ご注意下さい。

●ゴム製品（配膳車・台車の保護パッド等）の接触により、場合によっ
て汚染・変色を生じる事がありますので、ご注意下さい。

●素材固有の臭いがあります。換気を心がけて下さい。

メンテナンスならびに使用上のご注意

●家具の衝突など強い衝撃がかからないように注意して下さい。

●汚れが付着したらすぐに拭取って下さい。水性の汚れには中性洗剤を
薄めた水、油性汚れにはアルコールを利用して下さい。シンナー等の溶
剤は、ツヤムラ・変色を招くおそれがあります。また多量に水や溶剤を使
用すると、目地部から剥がれや部材の変形を招く可能性があります。

●スプレー式の薬品や医薬品・化粧品を付着させないで下さい。変色
の可能性があります。

●スチールたわし・スチールブラシ・金属へらなどの道具や、研磨材入り
洗浄剤・シンナーやトルエン等の溶剤類は使用しないで下さい。

●ハーデックの裏面には、「資源の有効な利用の促進に関する法律」に
基づき、材質が塩化ビニルである事を示す「∞PVC」マークが薄く印刷
されています。裏面から光が当たると、色柄によっては表面に「∞
PVC」マークが透けて見える場合がありますのでご注意下さい。

メンテナンスならびに使用上のご注意

巾木のご注意

●下地から湿気や結露水の発生が予想され、改善の可能性のない場
所での使用は避けて下さい。

●建築基準法・消防法によって、使用方法ならびに使用場所に制限が
あります。各法令法規をご確認下さい。

●本カタログ掲載の写真や画像は、現物と若干違いのある場合があり
ます。ご採用の際には必ずサンプル帳などでご確認下さい。

選択上のご注意

ウッドデコ・リアルデコ・ハーデックのご注意

●防火壁装材料として仕上げる為には、建設省告示第1400号ならび
に国土交通省告示第1178号による改正や建設省告示用1401号
に示された防火材料との組み合わせが必要となります。

●建築物の内装仕上げについては、建築基準法による防火上の基準
が設けられています。防火性能は下地基材と防火壁装材料及び施
工方法の組み合わせによって決まりますのでご注意下さい。

●高温、多湿の環境や屋外での使用は避けて下さい。ウッドデコ及びリ
アルデコの部材の中には、芯材にMDFを使用しているものがあるの
で水分を含むと膨張するおそれがあります。

●水のかかる場所は避けて下さい（ハーデックを除く）。
●本カタログの掲載写真の一部に合成写真を含みます。
●本カタログ掲載の写真や画像は、現物と若干違いのある場合があり
ます。ご採用の際には必ずサンプル帳などでご確認下さい。

選択上のご注意

●下地は充分乾燥させてから開始して下さい。湿気を帯びていると接
着不良・変色・剥がれ・カビを招くおそれがあります。

●下地の凹凸が現れやすいため、ネジ・クギ類の突起を完全にしずめ、
平滑に仕上げて下さい。下地調整にご配慮下さい。

●リアルデコは、壁紙の施工方法に準じ、東リピュアボンドを使用して、
オープンタイムをとり、必ず下敷きを使用して重ね切りにて納めて下
さい。詳しくは「施工要領書」をご参照下さい。

●ウッドデコ（タテ張り）を施工する際は、必ずジョイナーを使用して下さ
い。詳しくは「施工要領書」をご参照下さい。

●糊だまりによる不陸（スジ）が残らないよう、なで付けの仕上げには必
ずプラスチック製のハケ（スムーサー）やローラーなどを用いて丁寧に
ならして下さい。（ハーデックを除く）

●ウッドデコークを塗布した直後では、関連部材やウッドデコと色が違っ
て見える事がありますが、乾燥するとほぼ同じ色になります。

●端材やハーデックの離型紙を床に放置しないで下さい。歩行中に踏
みつけた際、足を滑らせて転倒するおそれがあります。
　施工後、残材等を廃棄する場合は、許可を受けた産業廃棄物処理業者
に処分を委託して下さい。梱包ケースなどを焼却する場合は、都道府県
条例に基づき処分して下さい。
　施工後、臭いが残っている場合がありますので、入居後一週間程度
は換気を充分に行って下さい。

施工上のご注意

●施工の前に「東リ施工マニュアル」をご一読下さい。
施工上のご注意

●床をメンテナンスする際、ワックスなどが巾木に付着しないようにして
下さい。汚染の原因になります。

●水、紫外線・汚染物質・化学薬品・火山灰などの影響で、変質・変退
色や、施工後の剥がれ、反り・突上げ・目地スキなどを招く可能性があ
ります。選択・施工・維持管理ではご注意下さい。

●素材固有の臭いがあります。換気を心がけて下さい。

メンテナンスならびに使用上のご注意

！
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●使用される場所や施工される下地が法令や法規に適合するかあらか
じめご確認の上、ご使用下さい。

●建築基準法によって使用ならびに使用場所に制限があります。防火
上、壁面の仕上げ材として、内装制限が設けられていますが、居室等
において床面上1.2m以下は内装制限から除外されます。また通路・
階段等においてはスプリンクラー等自動式のもの及び施行令126条
の3の規定に適合する排煙整備を設けた部分において内装制限か
ら除外されます。

●本カタログの掲載写真の一部に合成写真を含みます。
●本カタログ掲載の写真や画像は、現物と若干違いのある場合があり
ます。ご採用の際には必ずサンプル帳などでご確認下さい。
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接着剤・その他副資材 注意事項 接着剤・その他副資材 注意事項

エマルション形・ラテックス形接着剤のご注意

●施工する床材に適合する接着剤を、下地の種類・下地条件・使用条
件に応じて、東リ標準工法に基づいて選択して下さい。詳細は「東リ
施工マニュアル」、本カタログ476頁をご参照下さい。

●湿気のある下地や、表面強度のない下地、不陸のある下地などは、
使用を避けて下さい。接着強度が低下し、床材の剥がれ・浮き・反り
などの原因となります。

選択上のご注意

目地棒のご注意

●床材の厚さに適した目地棒を選択して下さい。

選択上のご注意

溶接棒のご注意

●施工するシート床材専用の溶接棒をご使用下さい。溶接棒とシート
床材は、同じ色番号を有しています。

●溶接棒とシート床材は、製品の色が若干異なる場合があります。ご了
承下さい。

選択上のご注意

●床施工時の接着剤が硬化した後（約24時間後）に継目処理を行っ
て下さい。

●必ず、シートの継ぎ目部分をUカットまたはVカットした後に溶接して
下さい。カットせずに溶接すると溶接不良を発生させる可能性があり
ます。
施工後、残材などを廃棄する場合は、許可を受けた産業廃棄物処
理業者に処分を委託して下さい。梱包ケースなどを焼却する場合
は、都道府県条例に基づき処分して下さい。溶接棒を燃やすと有
害ガスが発生します。

施工上のご注意

●溶接棒の剥がれが生じた場合は、即座に補修して下さい。放置する
と、全体に影響が及び、美観を損なうほか、転倒事故を発生させる可
能性があります。

●水・紫外線・重量物・汚染物質・化学薬品・火山灰などの影響で、溶
接棒自体の変質・変退色や、施工後の剥がれ・反り・目地スキなどを
招く可能性があります。

メンテナンスならびに使用上のご注意

●施工後は、目地棒全面を圧着して下さい。圧着不良は接着不良の原
因となり、後日、目地棒の反り・突上げ・剥がれなどを発生させる可
能性があります。
施工後、残材などを廃棄する場合は、許可を受けた産業廃棄物処
理業者に処分を委託して下さい。梱包ケースなどを焼却する場合
は、都道府県条例に基づき処分して下さい。目地棒を燃やすと有
害ガスが発生します。

施工上のご注意

●目地棒・ビニル床タイルの剥がれ・反り・膨れ・割れなどが生じた場合
は、即座に補修して下さい。放置すると、全体に影響が及び、美観を
損なうほか、転倒事故を発生させる可能性があります。

●水・紫外線・重量物・汚染物質・化学薬品・火山灰などの影響で、目
地棒自体の変質・変退色や、施工後の剥がれ・反り・突上げ・目地ス
キなどを招く可能性があります。

メンテナンスならびに使用上のご注意
溶剤形接着剤のご注意

●施工する床材に適合する接着剤を、下地の種類・下地条件・使用条
件に応じて、東リ標準工法に基づいて選択して下さい。詳細は「東リ
施工マニュアル」、本カタログ476頁をご参照下さい。

●過度に湿気のある下地や、表面強度のない下地、不陸のある下地な
どは、使用を避けて下さい。接着強度が低下し、剥がれ・浮き・反りな
どの原因となります。
　労働安全衛生法・消防法による規制があります。ご確認下さい。

選択上のご注意

使用の前に、接着剤の容器に記載している表示事項をご参照下さい。
　床材の接着以外には使用しないで下さい。
●上澄み液が分離している場合があります。使用前によく撹拌してから
ご使用下さい。
使用中、誤って眼に入った場合は、水で充分洗浄後、必要に応じて
医師の診断を受けて下さい。

●床材を貼上げた後、ローラーなどで充分圧着して下さい。圧着が不
充分の場合、床材の反り・突上げ・膨れ・剥がれなどを発生させる可
能性があります。

●接着剤が充分効果を発揮するまでは、水洗い・急激な温度変化・重
量物によるしごきなどを避けて下さい。突上げ・目地スキ・剥がれなど
を発生させる可能性があります。
施工後、使用済み容器などを廃棄する場合は、許可を受けた産業
廃棄物処理業者に処分を委託して下さい。段ボール紙などを焼却
する場合は、都道府県条例に基づき処分して下さい。接着剤を燃
やすと有害ガスが発生します。

使用上のご注意

使用の前に、接着剤の容器に記載している表示事項をご参照下さい。
床材の接着以外には使用しないで下さい。
有機溶剤を含んでいます。消防法及び労働安全衛生法の法令に
従い施工を行って下さい。火気厳禁とし、室内の換気に心がけ、有
機溶剤作業責任者立ち会いのもとで使用して下さい。有機溶剤は
引火しやすく、蒸気を多量に吸い込むと人体に影響を及ぼす可能
性があります。556頁“法律上の規制”を厳守して下さい。

●上澄み液が分離している場合があります。使用前によく撹拌してから
ご使用下さい。
接着剤が皮膚に直接触れると皮膚障害をおこす事があります。皮
膚に触れないように必要に応じて保護手袋を着用して下さい。
使用中、誤って眼に入った場合は、水で充分洗浄後、必要に応じて
医師の診断を受けて下さい。

●床材を貼上げた後、ローラーなどで充分圧着して下さい。圧着が不
充分な場合、床材の反り・突上げ・膨れ・剥がれなどを発生させる可
能性があります。

●接着剤が充分効果を発揮するまでは、水洗い・急激な温度変化・重
量物によるしごきなどを避けて下さい。突上げ・目地スキ・剥がれなど
を発生させる可能性があります。

●施工後、充分にガス抜きを行って下さい。溶剤による床材の膨れが生
じる事があります。

●エポキシ樹脂系接着剤は、上澄み液が分離している場合があります。
別々のヘラで均一になるように撹拌してから、混合用別容器に等量
ずつ量り取り混合して下さい。混合後も充分に撹拌してから使用して
下さい。

●ウレタン樹脂系接着剤は湿気と反応して硬化します。開缶した状態で
の長時間放置は避け、使用残の接着剤は缶に戻さないで下さい。

使用上のご注意

●エポキシ樹脂系・ウレタン樹脂系接着剤は、溶剤によって床材が膨れ
や突上げをおこす可能性があります。待ち時間・塗布量に配慮して下
さい。

●ウレタン樹脂系接着剤は、溶剤が塩化ビニルに浸透しやすく、床材を
伸ばす可能性があります。又、塗布量が多くなると溶剤量も多くなり、
反応に時間がかかるので注意して下さい。
施工後、使用済み容器などを廃棄する場合は、許可を受けた産業
廃棄物処理業者に処分を委託して下さい。段ボール紙などを焼却
する場合は、都道府県条例に基づき処分して下さい。接着剤を燃
やすと有害ガスが発生します。

　消防法及び船舶安全法などの法令に従い、容器に漏れのない事を
確かめ、転倒・落下・破損がないように荷崩れ防止を確実に行って
下さい。保管にあたっては、消防法による集積限度にご注意下さい。
火気厳禁。

運搬ならびに保管上のご注意

継目処理剤（東リ ジョイントシールド）のご注意

●労働安全衛生法・消防法による規制があります。ご確認下さい。
消防法及び船舶安全法などの法令に従い、容器に漏れのない事を
確かめ、転倒・落下・破損がないように荷崩れ防止を確実に行って
下さい。保管にあたっては、消防法による集積限度にご注意下さい。
火気厳禁。

選択上ならびに運搬・保管上のご注意

下地補修材（スムーズレベラー・クイックレベラー）のご注意

●たわむおそれのある鉄板下地・合板下地には使用できません。

選択上のご注意

●作業中は、他業種による汚損・事故の発生を防ぐために、床工事関
係者以外の立ち入りを禁止して下さい。

●残った材料を新しい材料と混ぜ合わせて使用すると、可使時間が短
くなります。混練した材料を使い切ってから、新たに材料を混練して
下さい。

●補修材がくし目ごてで削れなくなるまで充分乾燥させてから、床材の
施工を開始して下さい。

●接着剤は、塗布量・待ち時間が異なります。ご注意下さい。
施工後、使用済み容器などを廃棄する場合は、許可を受けた産業
廃棄物処理業者に処分を委託して下さい。梱包ケースなどを焼却
する場合は、都道府県条例に基づき処分して下さい。

使用上のご注意

瞬間接着剤（アロンアルフア・アロンアルフアⅢ）のご注意

●労働安全衛生法・消防法による規制があります。ご確認下さい。
消防法及び船舶安全法などの法令に従い、容器に漏れのない事を
確かめ、転倒・落下・破損がないように荷崩れ防止を確実に行って
下さい。保管にあたっては、消防法による集積限度にご注意下さい。
火気厳禁。
幼児や児童の手の届かない場所に保管して下さい。　

選択上ならびに運搬・保管上のご注意

指定の用途以外には使用しないで下さい。
長時間使用したり、大量に使用する場合、目や喉に刺激を感じる場
合があります。蒸気を多量に吸い込むと人体に影響を及ぼす可能
性がありますので、換気をよくして下さい。必要に応じて防毒マス
ク・送気マスクを使用して下さい。
使用中、誤って眼に入った場合は、水で充分洗浄後、必要に応じて
医師の診断を受けて下さい。
布製手袋の使用は避けて下さい。火傷をする可能性があります。
使用中皮膚に直接ついた場合は、無理に剥がさずにぬるま湯で少
しずつ剥がして下さい。
施工後、使用済み容器などを廃棄する場合は、許可を受けた産業
廃棄物処理業者に処分を委託して下さい。段ボール紙などを焼却
する場合は、都道府県条例に基づき処分して下さい。瞬間接着剤
を燃やすと有害ガスが発生します。

施工上のご注意

継目処理剤（東リシームセット・東リシームシーラー・東リスーパーシーム液）
端部処理剤（東リNSシール・東リNSシールⅡ・バスナシールSS）
下地補修材（バスナパテEPO）のご注意

●労働安全衛生法・消防法による規制があります。ご確認下さい。
消防法及び船舶安全法などの法令に従い、容器に漏れのない事を
確かめ、転倒・落下・破損がないように荷崩れ防止を確実に行って
下さい。保管にあたっては、消防法による集積限度にご注意下さい。
火気厳禁。

選択上ならびに運搬・保管上のご注意

指定の用途以外には使用しないで下さい。
有機溶剤を含んでいます。消防法及び労働安全衛生法の法令に
従い施工を行って下さい。火気厳禁とし、室内の換気に心がけ、有
機溶剤作業責任者立ち会いのもとで使用して下さい。有機溶剤は
引火しやすく、蒸気を多量に吸い込むと人体に影響を及ぼす可能
性があります。556頁“作業場の注意”を厳守して下さい。
接着剤が皮膚に直接触れると皮膚障害をおこす事があります。皮
膚に触れないように必要に応じて保護手袋を着用して下さい。使
用中、誤って眼に入った場合は、水で充分洗浄後、必要に応じて医
師の診断を受けて下さい。

●床施工時の接着剤が硬化した後（約24時間後）に継目処理、端部
処理を行って下さい。

●継目処理剤が充分効果を発揮するまでは、水洗い・急激な温度変
化・重量物によるしごきなどは避けて下さい。
施工後、使用済み容器などを廃棄する場合は、許可を受けた産業
廃棄物処理業者に処分を委託して下さい。段ボール紙などを焼却
する場合は、都道府県条例に基づき処分して下さい。燃やすと有害
ガスが発生します。

施工上のご注意

指定の用途以外には使用しないで下さい。
有機溶剤を含んでいます。消防法及び労働安全衛生法の法令に
従い施工を行って下さい。火気厳禁とし、室内の換気に心がけ、有
機溶剤作業責任者立ち会いのもとで使用して下さい。有機溶剤は
引火しやすく、蒸気を多量に吸い込むと人体に影響を及ぼす可能
性があります。556頁“作業場の注意”を厳守して下さい。

　接着剤が皮膚に直接触れると皮膚障害をおこす事があります。皮
膚に触れないように必要に応じて保護手袋を着用して下さい。使
用中、誤って眼に入った場合は、水で充分洗浄後、必要に応じて医
師の診断を受けて下さい。

●床施工時の接着剤が硬化した後（約24時間後）に継目処理を行っ
て下さい。

●継目処理剤が充分効果を発揮するまでは、水洗い・急激な温度変
化・重量物によるしごきなどは避けて下さい。
施工後、使用済み容器などを廃棄する場合は、許可を受けた産業
廃棄物処理業者に処分を委託して下さい。段ボール紙などを焼却
する場合は、都道府県条例に基づき処分して下さい。燃やすと有害
ガスが発生します。

施工上のご注意

労働安全衛生法による規制があります。ご確認下さい。！
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巾木・立面仕上げ材 注意事項

東リ 防汚消臭腰壁シート・東リ 不燃腰壁シートのご注意

選択上のご注意

　適切な施工環境・条件を維持・順守しなかった場合、目地スキや剥
がれ、膨れなどを招く可能性があります。

●下地の点検・清掃・補修については基本的に壁紙の下地処理に準じ
て行って下さい。

●巻癖や温度変化による伸縮を防ぐため、現場でラフカット後室温に馴
染ませてから貼付けを行って下さい。

●施工後1週間は直射日光、冷暖房による急激な温度変化は避けて下さい。 
 
●接着の際は製品指定接着剤を使用し、5mmピッチ以下のくし目ごて
で均一に塗布して下さい。指定外のくし目ごてを使用すると、くし目跡
や接着不良の原因となります。

●接着剤の塗布ムラや圧着不良があると、膨れの原因となるためご注
意下さい。

●直射日光を避け、梱包した状態で縦置きに保管して下さい。曲がった
状態で保管すると製品に反りが発生する事があります。

  
●製品を運搬中に落下させたり、先の尖った工具などをあてると欠けた
り、割れ、へこみなどが発生する事がありますので、ご注意下さい。
　施工後、残材等を廃棄する場合は、許可を受けた産業廃棄物処理業
者に処分を委託して下さい。梱包ケースなどを焼却する場合は、都道
府県条例に基づき処分して下さい。燃やすと有害ガスが発生します。

施工上のご注意

●汚れが付着したら、固く絞った雑巾で水拭きして下さい。取れにくい
汚れには、中性洗剤を使用して下さい。

●化学薬品や強い作用を持つ洗剤、漂白剤などにより、変退色や変質
を招く可能性があります。

●重量物が過度の衝撃でぶつかると下地を保護するまでの機能はあ
りませんので、ご注意下さい。

●ゴム製品（配膳車・台車の保護パッド等）の接触により、場合によっ
て汚染・変色を生じる事がありますので、ご注意下さい。

●素材固有の臭いがあります。換気を心がけて下さい。

メンテナンスならびに使用上のご注意

●家具の衝突など強い衝撃がかからないように注意して下さい。

●汚れが付着したらすぐに拭取って下さい。水性の汚れには中性洗剤を
薄めた水、油性汚れにはアルコールを利用して下さい。シンナー等の溶
剤は、ツヤムラ・変色を招くおそれがあります。また多量に水や溶剤を使
用すると、目地部から剥がれや部材の変形を招く可能性があります。

●スプレー式の薬品や医薬品・化粧品を付着させないで下さい。変色
の可能性があります。

●スチールたわし・スチールブラシ・金属へらなどの道具や、研磨材入り
洗浄剤・シンナーやトルエン等の溶剤類は使用しないで下さい。

●ハーデックの裏面には、「資源の有効な利用の促進に関する法律」に
基づき、材質が塩化ビニルである事を示す「∞PVC」マークが薄く印刷
されています。裏面から光が当たると、色柄によっては表面に「∞
PVC」マークが透けて見える場合がありますのでご注意下さい。

メンテナンスならびに使用上のご注意

巾木のご注意

●下地から湿気や結露水の発生が予想され、改善の可能性のない場
所での使用は避けて下さい。

●建築基準法・消防法によって、使用方法ならびに使用場所に制限が
あります。各法令法規をご確認下さい。

●本カタログ掲載の写真や画像は、現物と若干違いのある場合があり
ます。ご採用の際には必ずサンプル帳などでご確認下さい。

選択上のご注意

ウッドデコ・リアルデコ・ハーデックのご注意

●防火壁装材料として仕上げる為には、建設省告示第1400号ならび
に国土交通省告示第1178号による改正や建設省告示用1401号
に示された防火材料との組み合わせが必要となります。

●建築物の内装仕上げについては、建築基準法による防火上の基準
が設けられています。防火性能は下地基材と防火壁装材料及び施
工方法の組み合わせによって決まりますのでご注意下さい。

●高温、多湿の環境や屋外での使用は避けて下さい。ウッドデコ及びリ
アルデコの部材の中には、芯材にMDFを使用しているものがあるの
で水分を含むと膨張するおそれがあります。

●水のかかる場所は避けて下さい（ハーデックを除く）。
●本カタログの掲載写真の一部に合成写真を含みます。
●本カタログ掲載の写真や画像は、現物と若干違いのある場合があり
ます。ご採用の際には必ずサンプル帳などでご確認下さい。

選択上のご注意

●下地は充分乾燥させてから開始して下さい。湿気を帯びていると接
着不良・変色・剥がれ・カビを招くおそれがあります。

●下地の凹凸が現れやすいため、ネジ・クギ類の突起を完全にしずめ、
平滑に仕上げて下さい。下地調整にご配慮下さい。

●リアルデコは、壁紙の施工方法に準じ、東リピュアボンドを使用して、
オープンタイムをとり、必ず下敷きを使用して重ね切りにて納めて下
さい。詳しくは「施工要領書」をご参照下さい。

●ウッドデコ（タテ張り）を施工する際は、必ずジョイナーを使用して下さ
い。詳しくは「施工要領書」をご参照下さい。

●糊だまりによる不陸（スジ）が残らないよう、なで付けの仕上げには必
ずプラスチック製のハケ（スムーサー）やローラーなどを用いて丁寧に
ならして下さい。（ハーデックを除く）

●ウッドデコークを塗布した直後では、関連部材やウッドデコと色が違っ
て見える事がありますが、乾燥するとほぼ同じ色になります。

●端材やハーデックの離型紙を床に放置しないで下さい。歩行中に踏
みつけた際、足を滑らせて転倒するおそれがあります。
　施工後、残材等を廃棄する場合は、許可を受けた産業廃棄物処理業者
に処分を委託して下さい。梱包ケースなどを焼却する場合は、都道府県
条例に基づき処分して下さい。
　施工後、臭いが残っている場合がありますので、入居後一週間程度
は換気を充分に行って下さい。

施工上のご注意

●施工の前に「東リ施工マニュアル」をご一読下さい。
施工上のご注意

●床をメンテナンスする際、ワックスなどが巾木に付着しないようにして
下さい。汚染の原因になります。

●水、紫外線・汚染物質・化学薬品・火山灰などの影響で、変質・変退
色や、施工後の剥がれ、反り・突上げ・目地スキなどを招く可能性があ
ります。選択・施工・維持管理ではご注意下さい。

●素材固有の臭いがあります。換気を心がけて下さい。

メンテナンスならびに使用上のご注意

！

！

！

●使用される場所や施工される下地が法令や法規に適合するかあらか
じめご確認の上、ご使用下さい。

●建築基準法によって使用ならびに使用場所に制限があります。防火
上、壁面の仕上げ材として、内装制限が設けられていますが、居室等
において床面上1.2m以下は内装制限から除外されます。また通路・
階段等においてはスプリンクラー等自動式のもの及び施行令126条
の3の規定に適合する排煙整備を設けた部分において内装制限か
ら除外されます。

●本カタログの掲載写真の一部に合成写真を含みます。
●本カタログ掲載の写真や画像は、現物と若干違いのある場合があり
ます。ご採用の際には必ずサンプル帳などでご確認下さい。
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接着剤・その他副資材 注意事項 接着剤・その他副資材 注意事項

エマルション形・ラテックス形接着剤のご注意

●施工する床材に適合する接着剤を、下地の種類・下地条件・使用条
件に応じて、東リ標準工法に基づいて選択して下さい。詳細は「東リ
施工マニュアル」、本カタログ476頁をご参照下さい。

●湿気のある下地や、表面強度のない下地、不陸のある下地などは、
使用を避けて下さい。接着強度が低下し、床材の剥がれ・浮き・反り
などの原因となります。

選択上のご注意

目地棒のご注意

●床材の厚さに適した目地棒を選択して下さい。

選択上のご注意

溶接棒のご注意

●施工するシート床材専用の溶接棒をご使用下さい。溶接棒とシート
床材は、同じ色番号を有しています。

●溶接棒とシート床材は、製品の色が若干異なる場合があります。ご了
承下さい。

選択上のご注意

●床施工時の接着剤が硬化した後（約24時間後）に継目処理を行っ
て下さい。

●必ず、シートの継ぎ目部分をUカットまたはVカットした後に溶接して
下さい。カットせずに溶接すると溶接不良を発生させる可能性があり
ます。
施工後、残材などを廃棄する場合は、許可を受けた産業廃棄物処
理業者に処分を委託して下さい。梱包ケースなどを焼却する場合
は、都道府県条例に基づき処分して下さい。溶接棒を燃やすと有
害ガスが発生します。

施工上のご注意

●溶接棒の剥がれが生じた場合は、即座に補修して下さい。放置する
と、全体に影響が及び、美観を損なうほか、転倒事故を発生させる可
能性があります。

●水・紫外線・重量物・汚染物質・化学薬品・火山灰などの影響で、溶
接棒自体の変質・変退色や、施工後の剥がれ・反り・目地スキなどを
招く可能性があります。

メンテナンスならびに使用上のご注意

●施工後は、目地棒全面を圧着して下さい。圧着不良は接着不良の原
因となり、後日、目地棒の反り・突上げ・剥がれなどを発生させる可
能性があります。
施工後、残材などを廃棄する場合は、許可を受けた産業廃棄物処
理業者に処分を委託して下さい。梱包ケースなどを焼却する場合
は、都道府県条例に基づき処分して下さい。目地棒を燃やすと有
害ガスが発生します。

施工上のご注意

●目地棒・ビニル床タイルの剥がれ・反り・膨れ・割れなどが生じた場合
は、即座に補修して下さい。放置すると、全体に影響が及び、美観を
損なうほか、転倒事故を発生させる可能性があります。

●水・紫外線・重量物・汚染物質・化学薬品・火山灰などの影響で、目
地棒自体の変質・変退色や、施工後の剥がれ・反り・突上げ・目地ス
キなどを招く可能性があります。

メンテナンスならびに使用上のご注意
溶剤形接着剤のご注意

●施工する床材に適合する接着剤を、下地の種類・下地条件・使用条
件に応じて、東リ標準工法に基づいて選択して下さい。詳細は「東リ
施工マニュアル」、本カタログ476頁をご参照下さい。

●過度に湿気のある下地や、表面強度のない下地、不陸のある下地な
どは、使用を避けて下さい。接着強度が低下し、剥がれ・浮き・反りな
どの原因となります。
　労働安全衛生法・消防法による規制があります。ご確認下さい。

選択上のご注意

使用の前に、接着剤の容器に記載している表示事項をご参照下さい。
　床材の接着以外には使用しないで下さい。
●上澄み液が分離している場合があります。使用前によく撹拌してから
ご使用下さい。
使用中、誤って眼に入った場合は、水で充分洗浄後、必要に応じて
医師の診断を受けて下さい。

●床材を貼上げた後、ローラーなどで充分圧着して下さい。圧着が不
充分の場合、床材の反り・突上げ・膨れ・剥がれなどを発生させる可
能性があります。

●接着剤が充分効果を発揮するまでは、水洗い・急激な温度変化・重
量物によるしごきなどを避けて下さい。突上げ・目地スキ・剥がれなど
を発生させる可能性があります。
施工後、使用済み容器などを廃棄する場合は、許可を受けた産業
廃棄物処理業者に処分を委託して下さい。段ボール紙などを焼却
する場合は、都道府県条例に基づき処分して下さい。接着剤を燃
やすと有害ガスが発生します。

使用上のご注意

使用の前に、接着剤の容器に記載している表示事項をご参照下さい。
床材の接着以外には使用しないで下さい。
有機溶剤を含んでいます。消防法及び労働安全衛生法の法令に
従い施工を行って下さい。火気厳禁とし、室内の換気に心がけ、有
機溶剤作業責任者立ち会いのもとで使用して下さい。有機溶剤は
引火しやすく、蒸気を多量に吸い込むと人体に影響を及ぼす可能
性があります。556頁“法律上の規制”を厳守して下さい。

●上澄み液が分離している場合があります。使用前によく撹拌してから
ご使用下さい。
接着剤が皮膚に直接触れると皮膚障害をおこす事があります。皮
膚に触れないように必要に応じて保護手袋を着用して下さい。
使用中、誤って眼に入った場合は、水で充分洗浄後、必要に応じて
医師の診断を受けて下さい。

●床材を貼上げた後、ローラーなどで充分圧着して下さい。圧着が不
充分な場合、床材の反り・突上げ・膨れ・剥がれなどを発生させる可
能性があります。

●接着剤が充分効果を発揮するまでは、水洗い・急激な温度変化・重
量物によるしごきなどを避けて下さい。突上げ・目地スキ・剥がれなど
を発生させる可能性があります。

●施工後、充分にガス抜きを行って下さい。溶剤による床材の膨れが生
じる事があります。

●エポキシ樹脂系接着剤は、上澄み液が分離している場合があります。
別々のヘラで均一になるように撹拌してから、混合用別容器に等量
ずつ量り取り混合して下さい。混合後も充分に撹拌してから使用して
下さい。

●ウレタン樹脂系接着剤は湿気と反応して硬化します。開缶した状態で
の長時間放置は避け、使用残の接着剤は缶に戻さないで下さい。

使用上のご注意

●エポキシ樹脂系・ウレタン樹脂系接着剤は、溶剤によって床材が膨れ
や突上げをおこす可能性があります。待ち時間・塗布量に配慮して下
さい。

●ウレタン樹脂系接着剤は、溶剤が塩化ビニルに浸透しやすく、床材を
伸ばす可能性があります。又、塗布量が多くなると溶剤量も多くなり、
反応に時間がかかるので注意して下さい。
施工後、使用済み容器などを廃棄する場合は、許可を受けた産業
廃棄物処理業者に処分を委託して下さい。段ボール紙などを焼却
する場合は、都道府県条例に基づき処分して下さい。接着剤を燃
やすと有害ガスが発生します。

　消防法及び船舶安全法などの法令に従い、容器に漏れのない事を
確かめ、転倒・落下・破損がないように荷崩れ防止を確実に行って
下さい。保管にあたっては、消防法による集積限度にご注意下さい。
火気厳禁。

運搬ならびに保管上のご注意

継目処理剤（東リ ジョイントシールド）のご注意

●労働安全衛生法・消防法による規制があります。ご確認下さい。
消防法及び船舶安全法などの法令に従い、容器に漏れのない事を
確かめ、転倒・落下・破損がないように荷崩れ防止を確実に行って
下さい。保管にあたっては、消防法による集積限度にご注意下さい。
火気厳禁。

選択上ならびに運搬・保管上のご注意

下地補修材（スムーズレベラー・クイックレベラー）のご注意

●たわむおそれのある鉄板下地・合板下地には使用できません。

選択上のご注意

●作業中は、他業種による汚損・事故の発生を防ぐために、床工事関
係者以外の立ち入りを禁止して下さい。

●残った材料を新しい材料と混ぜ合わせて使用すると、可使時間が短
くなります。混練した材料を使い切ってから、新たに材料を混練して
下さい。

●補修材がくし目ごてで削れなくなるまで充分乾燥させてから、床材の
施工を開始して下さい。

●接着剤は、塗布量・待ち時間が異なります。ご注意下さい。
施工後、使用済み容器などを廃棄する場合は、許可を受けた産業
廃棄物処理業者に処分を委託して下さい。梱包ケースなどを焼却
する場合は、都道府県条例に基づき処分して下さい。

使用上のご注意

瞬間接着剤（アロンアルフア・アロンアルフアⅢ）のご注意

●労働安全衛生法・消防法による規制があります。ご確認下さい。
消防法及び船舶安全法などの法令に従い、容器に漏れのない事を
確かめ、転倒・落下・破損がないように荷崩れ防止を確実に行って
下さい。保管にあたっては、消防法による集積限度にご注意下さい。
火気厳禁。
幼児や児童の手の届かない場所に保管して下さい。　

選択上ならびに運搬・保管上のご注意

指定の用途以外には使用しないで下さい。
長時間使用したり、大量に使用する場合、目や喉に刺激を感じる場
合があります。蒸気を多量に吸い込むと人体に影響を及ぼす可能
性がありますので、換気をよくして下さい。必要に応じて防毒マス
ク・送気マスクを使用して下さい。
使用中、誤って眼に入った場合は、水で充分洗浄後、必要に応じて
医師の診断を受けて下さい。
布製手袋の使用は避けて下さい。火傷をする可能性があります。
使用中皮膚に直接ついた場合は、無理に剥がさずにぬるま湯で少
しずつ剥がして下さい。
施工後、使用済み容器などを廃棄する場合は、許可を受けた産業
廃棄物処理業者に処分を委託して下さい。段ボール紙などを焼却
する場合は、都道府県条例に基づき処分して下さい。瞬間接着剤
を燃やすと有害ガスが発生します。

施工上のご注意

継目処理剤（東リシームセット・東リシームシーラー・東リスーパーシーム液）
端部処理剤（東リNSシール・東リNSシールⅡ・バスナシールSS）
下地補修材（バスナパテEPO）のご注意

●労働安全衛生法・消防法による規制があります。ご確認下さい。
消防法及び船舶安全法などの法令に従い、容器に漏れのない事を
確かめ、転倒・落下・破損がないように荷崩れ防止を確実に行って
下さい。保管にあたっては、消防法による集積限度にご注意下さい。
火気厳禁。

選択上ならびに運搬・保管上のご注意

指定の用途以外には使用しないで下さい。
有機溶剤を含んでいます。消防法及び労働安全衛生法の法令に
従い施工を行って下さい。火気厳禁とし、室内の換気に心がけ、有
機溶剤作業責任者立ち会いのもとで使用して下さい。有機溶剤は
引火しやすく、蒸気を多量に吸い込むと人体に影響を及ぼす可能
性があります。556頁“作業場の注意”を厳守して下さい。
接着剤が皮膚に直接触れると皮膚障害をおこす事があります。皮
膚に触れないように必要に応じて保護手袋を着用して下さい。使
用中、誤って眼に入った場合は、水で充分洗浄後、必要に応じて医
師の診断を受けて下さい。

●床施工時の接着剤が硬化した後（約24時間後）に継目処理、端部
処理を行って下さい。

●継目処理剤が充分効果を発揮するまでは、水洗い・急激な温度変
化・重量物によるしごきなどは避けて下さい。
施工後、使用済み容器などを廃棄する場合は、許可を受けた産業
廃棄物処理業者に処分を委託して下さい。段ボール紙などを焼却
する場合は、都道府県条例に基づき処分して下さい。燃やすと有害
ガスが発生します。

施工上のご注意

指定の用途以外には使用しないで下さい。
有機溶剤を含んでいます。消防法及び労働安全衛生法の法令に
従い施工を行って下さい。火気厳禁とし、室内の換気に心がけ、有
機溶剤作業責任者立ち会いのもとで使用して下さい。有機溶剤は
引火しやすく、蒸気を多量に吸い込むと人体に影響を及ぼす可能
性があります。556頁“作業場の注意”を厳守して下さい。

　接着剤が皮膚に直接触れると皮膚障害をおこす事があります。皮
膚に触れないように必要に応じて保護手袋を着用して下さい。使
用中、誤って眼に入った場合は、水で充分洗浄後、必要に応じて医
師の診断を受けて下さい。

●床施工時の接着剤が硬化した後（約24時間後）に継目処理を行っ
て下さい。

●継目処理剤が充分効果を発揮するまでは、水洗い・急激な温度変
化・重量物によるしごきなどは避けて下さい。
施工後、使用済み容器などを廃棄する場合は、許可を受けた産業
廃棄物処理業者に処分を委託して下さい。段ボール紙などを焼却
する場合は、都道府県条例に基づき処分して下さい。燃やすと有害
ガスが発生します。

施工上のご注意

労働安全衛生法による規制があります。ご確認下さい。！
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